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グラフ化にあたって

1. 単数選択でアンケートをとったものについては、男女別の円グラ

フと、年齢別100%積上げ棒グラフで表示します。

2. それ以外のものについては、回答別に、性別についての積上げ

棒グラフ、年齢についての100%積上げ棒グラフで表示します。

3. 年齢別の統計はサンプル数が少ない部分があります。参考値

として表示しました。(特に20代)



日本哲学会における女性会員の比率の低さは
何を反映していると思いますか (複数選択可)
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日本哲学会における女性会員の比率の低さは
何を反映していると思いますか (複数選択可)
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学会運営に関与する委員（編集委員を含む）に選出される
女性比率の低さは何を反映していると思いますか(複数選択可)
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学会運営に関与する委員（編集委員を含む）に選出される
女性比率の低さは何を反映していると思いますか(複数選択可)Q1.2
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女性委員の割合が増えるべきだと思いますかQ1.3
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委員（編集委員を含む）の選出に際して
「女性枠」を設ける必要があると思いますか
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「女性枠」を設ける場合、
どの程度まで増やすのが適切であると思いますか
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哲学教育において、ジェンダー・バイアス※が
存在すると思いますか

Q2.1

※性別・性差に由来する固定観念や偏見
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研究テーマの選択や研究指導の現場において、
ジェンダー・バイアス※が存在すると思いますか

Q2.2

※性別・性差に由来する固定観念や偏見
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研究活動を遂行する中で、ジェンダー・バイアスに起因す
る不当な威圧や評価を受けた経験はありますかQ2.3
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研究機関において
男女の処遇の差があると思いますか

Q2.4

2

13

12

15

13

2

22

20

21

17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代

30代

40代

50代

60超

ない 46%

ある 54%

ない 24%

ある 76%

男 女



研究機関において男女の処遇の差があると思いますか
「ある」の場合、どの面で (複数選択可)

男 10

男 4

男 3

男 21

男 9

男 5

男 4

男 19

男 31

男 35

女 9

女 4

女 6

女 8

女 5

女 6

女 2

女 13

女 18

女 20

0 10 20 30 40 50 60

その他

研究発表の機会

国内外留学の機会

雑務の負担

業績評価

研究支援者の数

研究費

昇進・昇給

管理職への登用

研究職への採用

Q2.4



研究機関において男女の処遇の差があると思いますか
「ある」の場合、どの面で (複数選択可)Q2.4
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日本哲学会における男女共同参画推進のため
今後必要と思われること (複数選択可)
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日本哲学会における男女共同参画推進のため
今後必要と思われること (複数選択可)Q3
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